















































いわれている(JI住， 2006， 2007;松田・川住・早坂・石川， 2001) 0そして、この
ような制約下で彼/彼女らへの教育・療育をどう充実させていけるかについて関心や
問題意識が向けられるようになっており、その傾向は近年の学術誌における研究時評






















き研究課題や研究機関への期待の 8点)について尋ねたもの(以下、「アンケート IJ ) 
である。
アンケート Iは各学校に 1部送付し、重複障害学級担当者に回答を依頼した O一方、
アンケート Eは各学校に 4部送付し、回答は選択した対象児の担任教師に依頼した O














群 (D群)の 4区分を設定し、回答者にはこれらの中から 1つ選択してもらった D
( 2 )スイッチ等の支援機器の使用状況



















調査に対する回答は 74校より得られ(回収率 63.2%)、このうち 53校において合
計 222名の超重症児該当児童生徒が在籍していることがアンケート Iより明らかとな
った O そしてアンケート Eは、 85件分の指導事例についての回答が得られた O 対象児
の脳機能障害の程度による内訳は、 A群 16件、 B群 23件、 C群 27件、 D群 19件で
ある O
1 .スイッチ等の支援機器の使用状況
使用頻度に関する回答において 2件 (B群と C群にそれぞれ該当)のみ欠損が認め
られたため、 83件分について整理を行った O そして、この結果と野崎・川住 (2013)
が報告した肢体不自由・病弱特別支援学校への調査(以下、「“肢・病"調査J)の結果
を Table1に併記した O 今回の調査においては、「よく使用する」と「時々使用する」
を合わせると 21件、「あまり使用しないj と「まったく使用しなしリを合わせると 50
件となり、使用頻度の低いケースのほうが多かった O また、 A群を除いた 3つの群に
関しては、「よく使用する j または「時々使用する」が選択されている割合が、“肢・
病"調査の結果と比べて低いことがうかがえた口特に D群については、“肢・病"調
査では 59.0% (1よく使用する Jが 28.9%、「時々使用する」が 30.1%)だったのに対
し、今回の調査では 27.8%(1よく使用する」が 22.2%、「時々使用する Jが 5.6%)と、
割合に顕著な差が認められた O






85件中 77件 (A群 12件、 B群 22件、 C群 26件、 D群 17件)より指導のねらい
に関する記載が得られた。前述の手続きに従い、記載内容の分類と記載率(カテゴリ
に該当する記載が認められた件数/指導のねらいに関する記載が得られた件数x100) 
の算出を行い、その結果を Table2に整理した。 2つ以上の群で記載率が 30%以上だ
ったのは、「健康・衛生状態の維持・改善J1刺激の知覚・受容・弁別J1動きの発現、
動作の形成・向上J1対人関係や交流の深化・拡大J1情動や意思の表出・伝達J1経験




85件中 81件 (A群 15件、 B群 23件、 C群 25件、 D群 18件)より取り組み・働
きかけの内容に関する記載が得られた。前述の手続きに従い、記載内容の分類と記載
率(カテゴリに該当する記載が認められた件数/取り組み・働きかけの内容に関する記
載が得られた件数 x100)の算出を行い、その結果を Table4に整理した D どの群でも
記載率が 30%以上だったのは、「体操・マッサージ・ストレッチ等Ji音楽(歌・楽器
等)J i視聴覚活動(映像、絵本、ペープサート等)J i事物を介した皮膚感覚・振動刺




(本研究) (野崎・川住， 2013) 
n二16 n=31 
よく使用する 2 (12.5) 2 (6.5) 
A群 時々使用する 3 (18.8) 2 (6.5) たまに使用する (6.3) 2 (6.5) 
あまり使用しない 5 (31.3) 9 (29.0) 
まったくイ吏用しない 5 (31.3) 16 (51.6) 
n=22 n=55 
よく使用する 2 (9.1) 6 (10.9) 
B群 時々使用する 3 (13.6) 11 (20.0) たまに使用する 4 (18.2) 13 (23.6) 
あまり使用しない 4 (18.2) 5 (9.1) 
まったくイ吏用しない 9 (40.9) 20 (36.4) 
n=27 n=108 
よく使用する 2 (7.4) 19 (17.6) 
C群 時々使用する 4 (14.8) 22 (20.4) たまに使用する 4 (14.8) 17 (15.7) 
あまり使用しない 4 (14.8) 15 (13.9) 
まったくイ吏用しなし、 13 (48.1) 35 (32.4) 
n=18 n=83 
よく使用する 4 (22.2) 24 (28.9) 
D群 時々使用する (5.6) 25 (30.1) たまに使用する 3 (16.7) 16 (19.3) 
あまり使用しない 6 (33.3) 10 (12.0) 
まったく使用しない 4 (22.2) 8 (9.6) 
N=83 N=277 
よく使用する 10 (12.0) 51 (18.4) 
時々使用する 11 (13.3) 60 (21. 7) 
イエL・Jげ士 たまに使用する 12 (14.5) 48 (17.3) 
あまり使用しない 19 (22.9) 39 (14.1) 




領域 カテゴリ A群 B群 C群 D群
(n=12) (n二 22) (n=26) (n=l7) 
健康・衛生状態の維持・改善 33.3 36.4 34.6 29.4 
心身の健康・
身体的・心理的な安定 25.0 40.9 26.9 29.4 
衛生面 身体機能の維持・改善 25.0 22.7 11.5 17.6 
生活リズムの形成・調整，覚醒状態の維持
0.0 31.8 26.9 0.0 -向上
刺激の知覚・受容・弁別 58.3 36.4 50.0 35.3 
残存感覚の維持・活用 0.0 13.6 7.7 5.9 
感覚・認知面 状況の把握，環境への適応 8.3 13.6 15.4 0.0 
期待・見通しの形成 8.3 4.5 15.4 5.9 
事象聞の関係の理解 0.0 0.0 3.8 11.8 
表象や概念の形成・拡大 0.0 0.0 0.0 0.0 
特定の姿勢(での活動)や姿勢変換への
0.0 4.5 3.8 0.0 適応
自力での/物的・人的援助を受けながらの
0.0 0.0 3.8 5.9 
姿勢・運動面 姿勢保持
動きの発現，動作の形成・向上 16.7 9.1 30.8 64.7 
事物の把握・操作行動の形成・向上 0.0 0.0 7.7 5.9 
身体意識の形成・向上 0.0 0.0 7.7 0.0 
対人関係や交流の深化・拡大 16.7 13.6 30.8 41.2 
対人関係・コミュ
情動や意思の表出・伝達 25.0 31.8 30.8 47.1 
ニケーション面 人に対する応答行動の形成・向上 16.7 13.6 3.8 23.5 
表現・伝達手段の獲得・拡大 0.0 4.5 3.8 0.0 
コミュニケーション能力の向上 0.0 0.0 11.5 0.0 
経験の蓄積，活動の幅の拡大 25.0 31.8 30.8 23.5 
活動・行事への参加，安定した学校生活の
8.3 13.6 7.7 5.9 
その他
継続
興味・関心の拡大 8.3 9.1 15.4 5.9 
能動性・意欲の喚起 0.0 4.5 3.8 5.9 




(本研究) (野崎・川住， 2013) 
A群 B群 C群 D群 A群 B群 C群 D群
(n=12) (n=22) (n=26) (n=17) (nご29)(n二53)(n=103) (n二79)
健康・衛生状態の維持・改善 33.3 36.4 34.6 29.4 41.4 35.8 39.8 40.5 
刺激の知覚・受容・弁別 58.3 36.4 50.0 35.3 79.3 47.2 41.7 22.8 
動きの発現，動作の形成・向上 16.7 9.1 30.8 64.7 17.2 26.4 27.2 27.8 
対人関係や交流の深化・拡大 16.7 13.6 30.8 41.2 37.9 37.7 30.1 34.2 
情動や意思の表出・伝達 25.0 31.8 30.8 47.1 13.8 26.4 36.9 45.6 





A群 B群 C群 D群
(n=15) (nニ 23) (n=25) (n=18) 
健康観察，バイタルサインのチェック 0.0 4.3 4.0 16.7 
体操・マッサージ・ストレッチ等 53.3 73.9 60.0 44.4 
主として健康・衛生面
呼吸介助・排疾法，吸引等 0.0 4.3 4.0 5.6 
に関係する内容 散歩(外気浴・日光浴等) 6.7 8.7 8.0 11.1 
手浴・足浴 0.0 8.7 16.0 0.0 
清拭 0.0 0.0 0.0 5.6 
口腔ケア 0.0 0.0 4.0 0.0 
光・ブラックライト，発光する事物 13.3 26.1 24.0 27.8 
視覚系中心 画像，写真・カード類 6.7 4.3 0.0 16.7 
玩具，人(の様子・動き)等 0.0 17.4 4.0 16.7 
聴覚系中心
音楽(歌・楽器等) 80.0 78.3 88.0 50.0 
主として
言葉かけ・呼名等 40.0 30.4 20.0 50.0 
感覚ー 系かや 視+聴覚系 視聴覚活動(映像，絵本，ペープ 73.3 39.1 52.0 44.4 
関与する 中心 サート等)
内容 体性感覚・前庭
事物を介した皮膚感覚・振動刺激 66.7 52.2 56.0 44.4 
感覚系中心 身体接触 33.3 21.7 36.0 22.2 
身体の揺らし 0.0 26.1 12.0 5.6 
匂い 33.3 26.1 16.0 11.1 
上記以外 味覚体験 0.0 8.7 4.0 16.7 
スヌーズレン 0.0 4.3 0.0 0.0 
姿勢関係(管理，調節，変換，保持等) 0.0 30.4 44.0 44.4 
主として運動系が 自発/他動運動 26.7 30.4 40.0 27.8 
関与する内容 事物の把握・操作 20.0 39.1 56.0 44.4 
作業，制作 60.0 34.8 72.0 55.6 
朝の会・帰りの会 13.3 8.7 28.0 27.8 
着衣・摂食・排f世等に関する指導・介助 0.0 0.0 4.0 5.6 
交流学習・集団活動への参加 6.7 4.3 16.0 11.1 
その他 行事，季節感のある学習等 26.7 17.4 28.0 38.9 
選択・意思表示場面 6.7 4.3 4.0 16.7 
言葉・数の学習 0.0 0.0 0.0 0.0 




(本研究) (野崎・川住， 2013) 
A群 B群 C群 D群 A群 B群 C群 D群
(n=15) (n=23) (n=25) (n=18) (n=31) (n=55) (n=104) (n=80) 
体操・マッサージ・ストレッチ等 53.3 73.9 60.0 44.4 64.5 41.8 44.2 26.3 
音楽(歌・楽器等) 80.0 78.3 88.0 50.0 80.6 65.5 65.4 56.3 
視聴覚活動(映像，絵本，ペープサート等) 73.3 39.1 52.0 44.4 48.4 36.4 35.6 37.5 
事物を介した皮膚感覚・振動刺激 66.7 52.2 56.0 44.4 54.8 49.1 48.1 30.0 



























も 30%以上で、 C.D群よりも A・B群のほうがごくわずかに高かったが、今回の調






















最も低く、その点は“肢・病"調査の結果と一致していた o Table 4で示されている
通り、 30カテゴリ全体でみても、 D群は 4つの群の中で唯一、記載率 60%以上のカ
テゴリがまったくなかった O しかし一方、 30カテゴリ中 12カテゴリについて、 D群
の記載率が最も高いという結果も得られた (A群は 3カテゴリ、 B群は 4カテゴリ、
C群は 9カテゴリ o 残りの 2カテゴリは全群が記載率 0%)0 したがって、 D群は取り
組み・働きかけの内容が多岐にわたり、特定のカテゴリに記載が集中しない傾向があ
ると捉えられる O それに対し、 A群は特定のカテゴリに記載が集中しやすい傾向があ
り、取り組み・働きかけの内容が限られている可能性がうかがえる O































動向.特殊教育学研究， 36 (3)， 41-49. 
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